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「宮
城
県
栗
原
郡
築
館
町
嘉
倉
貝
塚
」

宮
城
県
下

に
於
け
る
最
奥

部

の
貝
塚

Ｉ
　
ま
え
が
き

宮
城
県
北
部
の
登
米

・
栗
原
両
郡
に
ま
た
が
る
伊
豆
沼
、
長
沼
、
内
沼

θ
等
の
湖
沼
群
は
、
現
在
、
水
利
、
漁
業
、
観
光
等
の
面
で
地
域
住
民
に
多

く
の
恩
恵
を
与
え
て
い
る
が
、
は
る
か
数
千
年
の
昔
か
ら
、
往
時
の
住
民

が
多
大
の
恩
恵
を
こ
う
む
っ
て
生
活
を
営
ん
で
い
た
事
が
知
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ら
湖
沼
群
の
周
辺
に
分
布
す
る
多
数
の
遺
跡
の
存
在
か

ら
言
う
事
が
で
き
、
し
か
も
、
遺
跡
内
部
に
貝
塚
を
形
成
す
る
場
合
が
分

い
事
も
、
湖
沼
に
対
す
る
食
料
資
源
の
依
存
度
の

一
端
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
に
報
告
す
る
嘉
倉
貝
塚
は
、
現
伊
豆
沼
の
南
西
約
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
地
点
に
所
在
し
、
伊
豆
沼
、
長
沼
周
辺
に
分
布
す
る
諸
貝
塚
の
内
、

そ
の
最
奥
部
に
位
置
す
る
。

Ｈ
　
嘉
倉
貝
塚
研
究
小
史

嘉
倉
貝
塚
は
、
古
く
江
坂
輝
弥
氏
が
踏
査
し
、
そ
の
記
録
が

「貝
塚
二

九
号
」
に
載

っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
既
に
、
地
元
で
は
承
知
の
貝
塚
で
あ

っ
た
ろ
う
。
恐
ら
く
大
正
年
間
築
館
中
学

（
現
築
館
高
校
）
に
在
職
し
て

い
た
故
池
内
儀
八
氏
等
に
よ
っ
て
発
見
、
調
査
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

、
当
時
採
集
さ
れ
た
池
内

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
、
当
貝
塚
の
純
文
晩
期
土

器
若
千
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
年
代
に
は
、
興
野
義

一
氏
に
よ
る
迫
川
流
域
の
地
域
的
研
究

が
行
わ
れ
、
本
貝
塚
の
学
問
的
な
観
察
が
な
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
年
代
の
後
半
に
は
、
附
近
の
河
川
の
堤
防
工
事
の
為
、
遺
跡

の
南
西
部
が
削
ら
れ
、
南
西
部
斜
面
に
あ
っ
た
貝
塚
部
分
の
ほ
と
ん
ど
が

破
壊
さ
れ
た
。

其
の
後
、
好
事
家
や
学
童
に
よ
る
表
採
以
外
、
学
術
的
調
査
の

一
切
行

わ
れ
な
い
ま
ま
に
、昭
和
四
二
～
四
三
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
ブ
ル
ト
ー
ザ

ー
に
よ
る
開
田
工
事
に
よ
り
、
遺
跡
の
大
部
分
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た

筆
者
が
工
事
を
知

っ
た
の
は
、
四
三
年

一
月
末
で
、
早
速
遺
跡
を
訪
ね
た

が
、
そ
の
時
工
事
は

一
切
終
了
し
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
の
引
き
上
げ
た
後
で

あ
っ
た
。

し
か
し
遺
跡
内
に
は
多
量
の
上
器
破
片
等
が
散
乱
し
、
あ
る
地
点
で
は

上
部
を
削
ら
れ
た
土
器
下
半
部
が
落
ち
込
ん
だ
黒
土
層
中
に
残
存
し
て
い

た
り
と
い
っ
た
状
況
で
、
又
、
地
点
に
よ
っ
て
年
代
の
相
違
が
認
め
ら
れ

る
処
も
あ
っ
た
の
で
、
遺
物
の
採
集
に
当

っ
て
、
で
き
る
限
り
地
点
毎
に

区
分
し
て
採
集
し
た
。

（晴
図

１
）
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数
日
後
、
再
度
遺
跡
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
遺
跡
の

一
部
に
大
き
な
掘
込

み
が
あ
り
、
又
、
各
処
に
無
数
の
穴
が
掘
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
大
き
い
掘

込
み
か
ら
は
、
後
日
紀
文
晩
期
末
の
甕
棺
が
発
見
さ
れ
て
い
た
事
が
判
明

し
た
。
又
、
小
さ
い
掘
込
み
の

一
部
の
壁
面
に
大
木
六
式
が
下
層
に
、
五

領
ヶ
台
式
と
大
木
七

ａ
式
が
上
層
に
と
い
う
上
下
関
係
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

更
に
本
年

一
月
、
現
在
わ
ず
か
に
残

っ
て
い
た
畑
地
の
ゴ
ボ
ウ
掘
り
を

し
た
際
、
土
器
片
が
出
土
し
た
と
の
報
で
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
地
表
下
五

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
深
さ
に
焼
土
層
の
広
が
り
が
見
ら
れ
、
或

い

は
住
居
跡
の

一
部
か
と
推
定
、
そ
の
ま
ま
埋
め
戻
し
た
。
尚
、
焼
土
層
の

周
囲
か
ら
は
、
福
浦
島
下
層
、
大
泉
、
桝
形
囲
式
に
類
す
る
土
器
細
片
を

数
十
片
採
集
し
、
そ
の
内
の
底
部
破
片
内
面
に
概
痕
圧
痕
ら
し
き
も
の
を

検
出
し
た
。

Ⅲ
　
嘉
倉
貝
塚
の
立
地
環
境

嘉
倉
貝
塚
は
宮
城
県
栗
原
郡
築
館
町
玉
沢
字
嘉
倉
に
あ
る
。
築
館
市
街

地
か
ら
東
方
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
、
県
道
湯
沢
～
志
津
川
線
か
ら

畑
岡
を
経
て
若
柳
に
抜
け
る
道
路
分
岐
点
の
中
間
に
あ
る
南
北
八
十
メ
ー

ト
ル
、
東
西
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
細
長
い
丘
陵
の
西
端
部
に
南
面
し
て
遺

跡
は
形
成
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
南
側
田
地
と
の
比
高
約
十
メ
ー
ト
ル
、
標

高
約
二
四
～
二
五
メ
ー
ト
ル
を
算
し
、
遺
物
の
散
布
は
巾
約
六
十
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
約
八
十
メ
ー
ト
ル
程
の
範
囲
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
貝
塚
の
所
在
す
る
丘
陵
は
旧
畑
岡
村
を
内
包
す
る
伊
豆
沼
の
北
岸

に
発
達
し
た
丘
陵
で
、
伊
豆
沼
南
東
岸
の
新
田
丘
陵
は
、
更
に
長
沼
の
西

シー史て

表I景

子伊
＼手 う

シ2更 て

大不ι 里
大ネ中

の ll

上   里

V V V V V

v  V V  V
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6.敷味貝塚 7唐木崎貝塚  8.玉荻台遺跡
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岸
を
も
劃
し
、
そ
の
周
辺
に
多
く
の
貝
塚
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
貝
塚
群
は
広
い
意
味
で

″迫
川
流
域
の
主
淡
貝
塚
群
″
に
含
ま
れ

更
に
広
義
に
は
、
仙
台
平
野
の
貝
塚
群
の
一
部
を
な
し
、
そ
の
北
限
に
位

置
す
る
も
の
と
い
え
る
。

嘉
倉
貝
塚
周
辺
に
は
対
岸
の
玉
荻
台
遺
跡
を
初
め
、
伊
豆
沼
西
岸
の
原

貝
塚
、
敷
味
貝
塚
、
同
東
岸
の
唐
木
崎
貝
塚
、
内
沼
北
岸
の
砂
子
崎
遺
跡

横
須
賀
貝
塚
、
同
東
岸
の
浄
土
遺
跡
等
が
分
布
す
る
。

（図
版
１
）

こ
れ
ら
の
貝
塚
、包
含
地
は
、
い
ず
れ
も
縄
文
後
期
後
半
か
ら
同
晩
期
を

主
体
と
す
る
遺
跡
で
、
貝
塚
は
い
ず
れ
も
カ
ラ
ス
ガ
イ
、
オ
オ
タ
ニ
シ
、

イ
シ
ガ
イ
等
の
淡
産
貝
類
を
主
と
し
た
主
淡
貝
塚
に
限
定
さ
れ
る
。

長
沼
周
辺
や
迫
川
下
流
で
は
紀
文
前
期
初
頭
か
ら
貝
塚
が
形
成
さ
れ
て

お
り
、
嘉
倉
貝
塚
は
伊
豆
沼
、
内
沼
周
辺
で
は
最
も
古
い
組
文
前
期
大
木

四
式
期
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

Ⅳ

出

土

遺

物

本
遺
跡
か
ら
採
集
さ
れ
た
遺
物
に
は
、
土
器
、
石
器
、
土
製
品
、
石
製

品
等
の
人
工
遺
物
と
、
貝
類
、
鳥
獣
魚
骨
等
の
自
然
遺
物
が
あ
る
。　
ヽ

ま
ず
第

一
に
遺
物
の
大
部
分
を
占
め
る
土
器
か
ら
順
次
記
述
し
て
ゆ
こ

ヽ
つＡ

　
土
　
器

本
遺
隊
か
ら
発
見
さ
れ
た
土
器
に
は
、
数
点
の
完
形
も
し
く
は
復
原
可

形
土
器
と
、
魚
平
箱
十
箱
に
及
ぶ
土
器
破
片
が
あ
る
。

前
述
し
た
様
に
、
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
い
ず
れ
も
正
規
の
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
遺
跡
の
破
壊
後
に
表
採
し
た
も
の
が

大
部
分
を
占
め
、
従
っ
て
土
器
の
分
類
、
石
器
類
の
伴
出
関
係
を
知
る
上

で
非
常
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
地
点
毎
に
区
別
し
て
採
集
し
た
も
の
を
主
に
、
東
北
地
方

南
部
の
編
年
と
照
合
し
つ
つ
大
雑
把
に
分
類
し
た
。

（表
　
１
）

◎
第

一
群
土
器
　

（図
版
２
の
１
～
７
）

平
縁
又
は
、
大
ぶ
り
な
対
象
的
な
位
置
に

一
対
の
波
状
口
縁
を
有
す
る

深
鉢
形
土
器
又
は
、
石
炭
バ
ケ
ツ
形
土
器

（図
版
２
の
１
）
等
が
あ
り
、

模
様
と
し
て
は
地
文
と
し
て
の
粗
大
な
斜
行
紐
文
の
上
に
三
～
四
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
の
粘
土
紐
を
貼
り
つ
け
た
も
の
で
、
そ
の
多
く
は
梯
子
状
文
と
い

わ
れ
る
モ
チ
ー
フ
を
組
合
わ
せ
た
も
の
が
多
く
、
同
時
期
の
他
の
遺
跡
に

普
遍
的
な
鋸
歯
状
文
が
少
い
。

器
厚
六
～
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
色
調
は
暗
褐
色
～
赤
褐
色
、
第
五
地
点

出
土
例
が
大
部
分
を
占
め
る
。

（図
版

２

●
３
）

◎
第
二
群
土
器
　

（図
版
３
の
１
～
１１
）

す
べ
て
平
縁
で
深
鉢
形
、
甕
形
等
の
器
形
が
あ
る
。　
一
群
土
器
同
様

、

斜
行
縄
文
の
上
に
粘
土
組
を
貼
り
つ
け
た
も
の
で
、
ま
れ
に
無
文
の
も
の

Ｊ
あ
る
。
粘
土
組
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
は
、
鋸
歯
文
が
圧
倒
的
で
縦
位
に

施
文
さ
れ
る
場
合
も
多
い
。
粘
土
組
は
、
第

一
群
で
は
そ
の
屈
曲
部
が
丸

味
を
帯
び
て
い
た
の
に
本
群
で
は
鋭
角
を
な
し
、
丁
度
折
り
た
た
ん
だ
様

な
状
態
を
呈
す
る
。
本
群
は
第

一
地
点
の
北
半
部
、
次
の
第
二
群
土
器
の

附
近
に
多
く
見
ら
れ
た
。
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レ
し 関 東 東 北 南 部 嘉 倉 貝 塚

早 期 以 前 省 略

縄

文

前

期

菊 名  Ⅱ 室 浜,上 川名 エ

野 中

ニ  ツ 木 桂 島

関 山 大  木  1
黒 浜 大 木  2c,2あ
水 子 大  木  3
四  枚  畑 大  木  4 第 1群

草 花 大  木  5o(5う ) 第 2群, 第 3群

十 三 菩 提 大  木  6 第 4群

中

期

五領 ケ台,下 小野 大  木  7● 第 5群,第 6群

阿玉台  I ″  7あ
″    11 ″ 8c (十 )興野氏資料

〃    Ill ″  8う
加 曽利 ZⅡ ″ 9(古 )

″    Ш ″ 9(新 )

″    ΓV ″   10

後

期

称 名 寺 (十 )

堀 の 内  I 袖 窪

″    Ⅱ 宮   戸 1 (十 )興 野氏資料

加 曽 利  BI (十 )

″  BI ヽ
″  BⅢ 西  ノ 浜 第7群 ,

曽 谷 宮  戸  3 |

安 行  I 4

〃    Ⅱ

晩

期

″  Ⅲ σ 大  洞  B 光
姥  山 台 ″   B一 σ )第 8群

安行Ⅲ θ 前浦
″ θ

l

1

″ θ
2 ナ第 9群

杉  田 ■ (+)
第 10群

千 綱 大  洞  И

荒 褥 〃 И′ 第 11群

中

期

弥

生

岩  櫃  山 福 浦 島下 層 第 12群
野  沢  I 大 泉 (+)

″    Ⅱ 桝  形  囲 第 13群

後

　

期

(■l 円 田

長 岡 桜 井

天  工  山

十 三  台 (十 )

表 1

縄 文 式 、 弥 生 式 上 器 編 年 比 較 表

日本の考古学■,Ⅲ よ り (一部加筆)
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◎
第
二
群
土
器
　

（図
版
４
、
実
測
図
１
、
２
、
拓
影
１
）

本
群
は
第

一
地
点
の
北
半
部
か
ら
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
採
集
さ
れ
、　
一

部
に
黒
土
層
の
落
込
み
が
残
存
し
て
お
り
、
そ
の
黒
土
層
を
排
除
し
て
復

原
土
器

一
点
を
得
た
。

器
形
に
は
、
日
縁
が
わ
ず
か
に
外
反
し
比
較
的
胴
長
な
円
筒
形
を
呈
す

る
も
の
と
、
日
縁
外
傾
し
、
頸
部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
ふ
く
ら
む
甕
形
の

二
種
が
あ
り
、
大
木
四
式
等
と
比
較
し
て
器
形
の
単
純
化
が
目
立
つ
。

模
様
構
成
は
大
局
的
に
見
て
三
系
統
に
分
か
れ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
日
縁
部
が
肥
厚
し
、
細
い
粘
土
組
に
よ
る
鋸
歯
文
、
平

行
線
文
が
見
ら
れ
、
日
唇
と
肥
厚
し
た
日
縁
部
下
端
に
刻
文
を
も
つ
も
の

他
の
一
つ
は
、
日
縁
部
に

一
条
～
三
条
の
擬
縄
帯
を
有
し
、
そ
の
下
部
に

二
条
～
三
条
の
併
行
沈
線
に
よ
り
弧
文
、
平
行
線
文
等
の
描
か
れ
る
も
の
。

本
群
を
更
に
Ａ
～
Ｅ
に
細
分
し
て
詳
述
す
る

Ａ
類

（図
版
４
の

実
測
図
１

１

～

１０

、

２７

～

２９

ヽ

、

２

の
１

）

３３
ヽ
拓
影
４
の
１
～
５

日
縁
部
わ
ず
か
に
外
反
し
、
比
較
的
胴
長
な
円
筒
形

、
又
は
朝
顔
状
に

外
に
開
く
深
鉢
形
の
二
者
が
あ
り
、
日
唇
部
は
刻

み
に
よ
っ
て
小
波
状
を

呈
し
、
向
い
合

っ
た
対
象
的
な
位
置
に
半
円
状
の
ゆ
る
い
山
形
突
起
を
作

り
出
し
、
そ
の
突
起
の
中
央
に

一
孔
を
う
が
つ
。
口
縁
上
部
で
は
段
を
形

成
し
、
そ
の
下
端
も
日
唇
部
同
様
の
刻
み
目
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
下
部
に

は
、
細
い
粘
土
紐
に
よ
る
鋸
歯
文
が

一
～
二
段
見
ら
れ
、
二
～
三
条
の
粘

土
紐
に
よ
っ
て
画
さ
れ
る
。
模
様
帯
の
下
部
に
は
斜
行
縄
文
が
底
部
附
近

ま
で
及
ん
で

い
る
。
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Ｂ
類

（図
版
４
の
５
、
６
、
側
、
側
、

２３
ヽ
拓
影
４
の
８
、
２
）

口
縁
の
形
態
装
飾
は
、
Ａ
類
と
同
じ
で
あ
る
が
回
縁
下
部

の
模
様
帯
が

併
行
沈
線
文
に
よ
っ
て
い
る
点
で
異
な
る
。沈
線
文
に
は
先
端
二
又
の
工
具

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
併
行
、鋸
歯
文
等
が
あ
る
。
器
形
は
Ａ
類
と
同
様
な
深

鉢
の
他
に
胴
部
の
ふ
く
ら
む
甕
等
も
あ
る
。

Ｃ
類

（図
版
４
の
１２
～
‐５
ヽ
拓
影
４
の
６
、
７
、

‐０
、

‐２
）

器
形
に
は
口
縁
が
外
傾
直
行
す
る
深
鉢
と
、
口
頸
部
で
か
な
り
強
く
外

反
す
る
深
鉢
又
は
甕
等
が
考
え
ら
れ
る
。

前
者
は
口
縁
上
部
に
後
者
に
は
口
頸
の
収
縮
部
に
夫
々

一
条
の
刻
み
又

は
刺
突
を
有
す
る
隆
起
帯
が
廻
り
、
回
縁
上
部
を
限

っ
て
い
る
。
隆
起
帯

の
下
部
に
は
三
～
四
本
を

一
組
と
す
る
施
文
工
具
に
よ
り
、
平
行
線
文
、

弧
文
等
が
描
か
れ
る
。
口
頸
か
ら
強
く
外
反
す
る
も
の
の
口
縁
は
、
や
や

厚
さ
を
増
す
傾
向
に
あ
る
。

Ｄ
類

（図
版
４
の
３０
、

３‐
　
実
測
図
２
の
２
）

装
飾
帯
が
な
く
、
器
全
面
に
斜
行
縄
文
の
見
ら
れ
る
例
で
、

３０
、

３‐
は

第
二
群
土
器
に
伴
う
の
か
明
確
で
な
い
。
実
測
図
２
の
２
は
確
実
な
唯

一

の
資
料
で
、
口
縁
に
向

っ
て
朝
顔
状
に
開
く
比
較
的
胴
長
な
深
鉢
で
あ
る
。

日
唇
は
外
向
に
そ
が
れ
、
口
縁
上
部
に
狭
い
無
文
帯
を
残
し
、
下
部
に

左
傾
斜
紀
文
が
密
に
施
文
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
類Ａ

～
Ｄ
類
以
外
の
上
器
群
を

一
括
し
た
。

ω
　
胴
部
に
巾
広
い
粘
土
紐
を
貼
り
つ
け
、
竹
管
様
の
工
具
で
連
続
刺

突
し
た
も
の
で
、
そ
の
上
部
に
鋸
歯
状
の
貼
り
付
け
を
も
つ
。

（図
版
４
の
１７
～
‐９
）

②
　
平
縁
、
波
状
縁
で
回
縁
は
肥
厚
せ
ず
、
二
～
三
条
の
併
行
沈
線
に

よ
る
模
様
が
見
ら
れ
る
。

（図
版
４
の
２‐
、

２６
）

色
調
は
白
褐
色
、
褐
色
、
暗
褐
色
を
呈
し
て
い
る
が
、
前
二
者
が
多

い
。

器
厚
五
～

一
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
七
～
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
圧
倒

的
に
多

い
。

胎
土
に
は
砂
粒
を
比
較
的
多
く
含
み
、
ガ
サ
ガ
サ
し
た
感
じ
の
も
の
が
多

い
。以

上
第
二
群
土
器
を
五
類
に
細
分
し
た
が
、
出
土
状
態
や
施
文
手
法
、

器
形
其
の
他
の
面
で
、
互
い
に
密
接
し
た
関
係
に
あ
り
、　
一
つ
の
グ
ル
ー

プ
と
し
て
取
扱
う
事
が
可
能
で
あ
る
。

本
群
は
、
従
来
第
二
群
土
器
と
同

一
型
式
に
扱
わ
れ
、
組
文
前
期
後
半

形
式
の
大
木
五
式
と
さ
れ
て
き
た
。
近
年
、
小
笠
原
好
彦
氏
は
大
木
囲
貝

塚
と
糠
塚
貝
塚
の
資
料
を
元
に
、
東
北
南
部
の
前
期
末
～
中
期
初
頭
の
土

器
に
つ
い
て
論
考
さ
れ
、
就
中
、
大
木
五
式
と
大
木
六
式
の
中
間
に
未
命

名
型
式
を
設
定
さ
れ
た
が
、
論
文
中
に
使
用
さ
れ
た
資
料
は
、
第
二
群
土

器
と
同
様
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

更
に
興
野
義

一
氏
は
、
長
者
原
貝
塚
出
土
の
多
量
の

一
括
遺
物
を
元
に

大
木
五
式
を

ａ
、
ｂ
式
に
三
分
し
、
長
者
原
貝
塚
出
土
土
器
を
大
木
五
ｂ

式
の
示
準
資
料
と
す
る
説
を
発
表
さ
れ
た
。

長
者
原
貝
塚
出
土
土
器
は
、
第
二
群
土
器
と
全
く
同
じ
諸
特
徴
を
有
し

両
者
を
同

一
型
式
と
し
て
扱
う
事
は
極
め
て
妥
当
と
考
え
る
。
興
野
氏
提

唱
に
よ
る
大
木
五
ｂ
式
上
器
は
既
述
の
四
遺
跡
以
外
に
、
栗
原
郡
花
山
村

原
井
田
、
同
郡

一
迫
町

川
口
姥
沢
、
気
仙
沼
市
磯
草
貝
塚
等
に
も
見
ら
れ
、
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近
　
似
例
は
更
に
遠
く
山
形
県
遊
佐
町
吹
浦
遺
跡
に
ま
で
及
び
、
研
究
の

進
展
に
伴
な
い
、
恐
ら
く
大
木
六
式
等
と
同
様
の
分
布
圏
を
も
つ
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

◎
第
四
群
土
器

（拓
影
２
、
３
、
実
測
図
３
、
図
版
６
の
１
）

平
縁
又
は
二
対
の
大
波
状
口
縁
を
な
す
深
鉢
又
は
、
甕
が

一
般
的
で
、

ま
れ
に
球
形
の
胴
部
に
台
状
の
底
部
を
も
つ
鉢
が
あ
る
。

口
縁
部
は
、
外
反
し
膨
ら
む
も
の
が
多
く
、
模
様
帯
は
第
二
群
の
退
化

又
は
発
展
じ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
時
期
の
後
半
に
な
る

と
、
比
較
的
模
様
帯
が
発
達
し
て
く
る
。

（拓
影
３
の
１
～
７
）

口
頸
部
か
ら
底
部
近
く
ま
で
斜
行
縄
文
が
施
文
さ
れ
、
そ
の
上
に
半
裁

又
は
四
裁
さ
れ
た
竹
管
を
用
い
て
描
い
た
併
行
沈
線
文
に
よ
り
各
種
モ
チ

ー
フ
が
大
胆
に
描
か
れ
る
。
そ
の
モ
チ
ー
フ
の
接
点
に
は
、　
一
～
二
個
を

単
位
と
し
た
円
形
貼
付
文
が
見
ら
れ
る
。

又
、
口
頸
部
に
し
ば
し
ば
擬
紀
貼
付
文
の
見
ら
れ
る
例
が
あ
る
。
こ
の

手
法
は
、
日
縁
部
に
見
ら
れ
る
円
形
又
は
楕
円
形
の
凹
文
と
共
に
、
第
二

群
土
器
の
名
残
り
で
あ
ろ
う
。
拓
影
３
の
１２
は
、
関
東
地
方
の
十
二
菩
提

式
の
仲
間
で
、
県
内
で
は
糠
塚
貝
塚
、長
根
貝
塚
等
、
一
般
的
に
こ
の
時

期
の
上
器
と
併
存
し
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
北
に
は
余
り
入
っ
て
い
な
い
様

で
あ
る
。

◎
第
五
群
土
器

（図
版
５
の
１
～
１３
）

深
鉢
又
は
鉢
が
あ
り
、
日
縁
部
は
複
合
を
な
し
、
内
反
す
る
も
の
が
多

く
、
複
合
口
縁
を
な
さ
な
い
も
の
に
は
内
側
に
肥
厚
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

第
四
群
に
見
ら
れ
た
大
波
状
口
縁
は
な
く
、
小
さ
な
突
起
が
見
ら
れ
る
。

1鰯
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模
様
は
縄
文
、
撚
糸
文
、
綾
絡
文
、
貼
付
文
、
絡
状
体
圧
痕
文
？
、
紀
押

文
、
沈
線
文
等
多
種
に
渉
る
が
、
紀
文
と
綾
絡
文
を
併
用
し
た
も
の
が
多

く
、
綾
絡
文
は
横
位
、
縦
位
の
二
者
が
あ
る
。
又
、
無
文
の
上
器
や
、
大

形
の
土
器
で
華
麗
な
模
様
を
も
つ
も
の

（図
版
５
の
１２
）
に
見
ら
れ
る
渦

巻
状
の
貼
付
文
は
紀
文
中
期
に
大
発
達
を
と
げ
る
渦
巻
文
の
先
駆
を
な
し

て
い
る
。
底
面
に
網
代
圧
痕
を
も
つ
例
が
あ
る
。

◎
第
六
群
土
器

（図
版
５
の
１５
ヽ

‐６
（
拓
影
４
の
１
～
６
）

図
版
５
の
１５
、

・６
は
黒
褐
色
を
呈
し
、
繊
細
な
沈
線
文
と
刻
み
文
、
交

互
刻
み
文
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
二
例
は
関
東
地
方
の
五
領
ヶ
台
式
上
器

そ
の
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
。
こ
れ
と
同
様
な
土
器
は
、
遠
田
准

涌
谷
町
長
根
貝
塚
や
登
米
郡
迫
町
糠
塚
貝
塚
等
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
大

木
七

ａ
式
と
共
存
し
て
い
る
。

本
遺
跡
出
土
の
大
木
七

ａ
式
、
五
領
ヶ
台
式
両
者
を
比
較
す
る
と
、
五

領
ヶ
台
式
の
方
が
施
文
手
法
、
模
様
の
点
で
洗
練
さ
れ
た
感
じ
を
受
け
、

胎
土
、
器
面
調
整
の
面
で
も
精
選
、
入
念
に
な
さ
れ
て
い
る
。

◎
第
七
群
土
器

（拓
影
５
の
１
～
２０
、
実
測
図
１
～
４
）

紀
文
後
期
後
半
に
属
す
る
土
器
を
資
料
が
少
な
い
の
で

一
括
し
た
。
宝

ヶ
峰
式
に
併
行
す
る
も
の

（拓
影
５
の
７
～
９
）
金
剛
寺
式
に
併
行
す
る

も
の

（拓
影
５
の
２０
）
後
期
終
末
の
入
組
文
系
の
土
器

（拓
影
１
の
５
、

‐６
）
等
各
種
が
あ
る
。

◎
第
八
群
土
器

（拓
影
６
の
１
～
１３
）

縄
文
晩
期
初
頭
の
大
洞
Ｂ
、
Ｂ
Ｉ
Ｃ
式
に
類
す
る
土
器
群
、
単
純
な
深

鉢
、
内
屈
す
る
鉢
、
透
し
の
あ
る
香
炉
形
、
高
杯
等
が
推
定
で
き
る
。
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模
様
は
、
沈
線
と
い
う
よ
り
彫
刻
的
な
手
法
に
よ
り
羊
歯
状
文
、
入
組

文
等
が
描
か
れ
る
。

本
群
は
半
粗
製
土
器
が
多

い
が
比
較
的
製
作
が
入
念
で
、
内
部
が
光
沢

を
は
な
つ
も
の
も
少
な
く
な
い
。

地
文
と
し
て
の
縄
文
は
粗
製
を
除
い
て
細
か
く
、
密
で
あ
る
。

◎
第
九
群
土
器

（拓
影
７
の
１
～
８
、
同
８
の
２
、
４
～
６
、
図
版
６
の

２
、
３
、
実
測
図
５
）

縄
文
晩
期
大
洞
Ｃ‐
～
Ｃ２
式
に
類
す
る
土
器
群
。

本
群
は
比
較
的
、
甕
形
、
深
鉢
形
等
の
粗
製
土
器
が
多
く
、
わ
ず
か
に

精
製
土
器
と
し
て
浅
鉢
、
鉢
、
壺
等
が
伴
な
う
。
又
本
群
に
伴
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
蓋
形
土
器
が
あ
る
。

（実
測
図
５
の
２
）

甕
は
、
口
縁
部
が
ゆ
る
や
か
な
、
く
の
字
形
に
外
反
し
、
胴
上
部
に
最

大
径
の
あ
る
も
の
が
多
く
、
日
唇
部
に
刻
み
目
を
も
ち
口
頸
部
に

一
～
三

条
の
沈
線
を
用
い
胴
部
全
面
に
施
文
さ
れ
る
紀
文
の
上
限
を
区
切
っ
て
い

る
。
裏
面
の
日
唇
下
に

一
条
の
沈
線
を
有
す
る
も
の
が
多
い
。
粗
製
深
鉢

は
紀
文
の
み
の
場
合
が
多
く
、
こ
の
前
後
の
時
期
と
の
区
別
が
つ
か
な
い
。

精
製
土
器
と
し
て
の
鉢
、
浅
鉢
は
小
形
の
も
の
が
分
く
、
器
上
半
に
沈
線

文
、
磨
消
縄
文
等
が
見
ら
れ
る
。

色
調
は
、
黒
色
、
明
褐
色
等
を
呈
し
、
胎
土
は
精
選
さ
れ
、　
へ
ら
磨
き

も
入
念
に
行
わ
れ
、
焼
成
も
良
好
で
、
壺
形
土
器
の
磨
消
縄
文
部
に
丹
彩

の
見
ら
れ
る
例
が
あ
る
。

粗
製
土
器
の
色
調
は
、
褐
色
、
暗
褐
色
等
を
呈
し
、
胎
土
、
焼
成
は
普

通
で
あ
る
。

rゆ・'れ    ξじH
拓影 7
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◎
第
十
群
土
器

（拓
影
８
の
７
～
９
）

工
文
字
を
主
体
と
し
た
大
洞
Ａ
式
に
類
す
る
土
器
群
。
資
料
は
第
九
群

に
比
べ
て
非
常
に
少
な
い
。
し
か
も
工
字
文
が
初
源
的
で
、
第
九
群
に
近

い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

又
、
本
群
に
伴
な
う
と
思
わ
れ
る
甕
は
、
口
縁
の
小
突
起
が
退
化
し
、

日
縁
下
の
沈
線
も
、
不
明
瞭
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
（拓
影
７
の
１
　
３
）

◎
第
十

一
群
土
器

（拓
影
９
～
１２
ヽ
実
測
図
６
の
３
）

縄
文
最
終
末
期
の
大
洞
∬
式
併
行
の
上
器
群
。

本
群
に
類
す
る
土
器
は
、
本
遺
跡
中
、
最
も
多
く
、
後
述
す
る
甕
棺
群

も
本
群
中
に
含
ま
れ
る
事
か
ら
、
本
遺
」
で
最
も
発
達
し
た
時
期
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

全
体
を
復
原
で
き
た
も
の
は
な
い
が
、
甕
、
深
鉢
、
一霊
、
四
脚
土
器
等
の

器
形
を
確
認
し
た
。

高
邦
は
大
ぶ
り
な
波
状
口
縁
又
は
突
起
を
有
し
、
ホ
弓
曲
し
た
不
部
に
大

き
な
台
部
を
も
つ
の
が

一
般
的
で
、
郭
部
に
は
、
巾
広

い
変
形
工
字
文
帯

が
、
台
部
に
は
併
行
線
文
が
数
条
め
ぐ
っ
て
い
る
。

甕
は
、
胴
上
部
か
ら
内
屈
し
、
日
頸
部
で
わ
ず
か
に
外
反
す
る
も
の
が

多
く
、
日
縁
上
部
に
圧
縮
さ
れ
た
工
字
文
、
又
は
二
～
三
条
の
併
行
線
文

を
描
き
、
そ
の
下
部
に
斜
行
組
文
を
施
文
す
る
。
突
起
又
は
刻
み
目
を
も

つ
も
の
も
あ
る
。

深
鉢
は
、
日
縁
上
部
で
、
わ
ず
か
に
内
傾
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
、
ゆ

る
く
外
傾
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
後
者
は
口
縁
上
部
に
無
文
部
を
残
す
。

拓
影
９
の
９
は
本
群
中
で
も
古
く
、
拓
影
９
の
１１
～
１３
は
比
較
的
新
し

い
要
素
を
も
っ
て
い
る
。
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又
、
本
遺
跡
で
は
、
鉢
の
底
部
に
長
さ
五
～
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
四

脚
を
有
す
る
土
器
片
が
多
く
、
大
洞
Ａ
～
μ
式
に
於
け
る
特
殊
な
器
形
の

一
つ
と
思
わ
れ
る
。

◎
第
十
二
群
土
器

（拓
影
１３
の
１
～
８
、

‐４
の
６
～
９
、
実
測
図
６
の
１

２
）

工
字
文
が
変
形
し
て
細
線
化
し
磨
消
縄
文
が
、
わ
ず
か
に
加
わ
る
弥
生

式
初
頭
の
上
器
群
。

拓
影
１３
の
６
～
８
は
高
ネ
台
部
で
弥
生
期
特
有
の
波
状
文
が
出
現
し
て

い
る
。
本
群
土
器
底
部
に
は
、
木
葉
圧
痕
が
非
常
に
多
く
、
拓
影
１４
の
９

の
内
面
に
稲
粗
に
類
似
の
圧
痕
が
見
ら
れ
る
。

（図
版
６
の
４
）

◎
第
十
二
群
土
器

（拓
影
１４
の
「
２
、
４
～
５
）

桝
形
囲
式
に
比
定
で
き
る
土
器
群
で
、
資
料
は
極
め
て
少
な
い
。

１４
の

１
の
甕
肩
部
に
あ
る
列
点
文
は
、
こ
の
時
期
に
顕
著
で
あ
る
が
、
大
泉
式

期
に
も
少
な
く
な
い
。

１４
の
２
ど

～
５
は
破
片
が
少
さ
く
、果
し
て
桝
形
囲

式
に
含
め
て
良

い
の
か
否
か
、
模
様
の
観
察
の
み
で
は
判
別
で
き
な
い
。

し
か
し
、
第
十
二
群
土
器
が
黒
色
、
黒
褐
色
、
褐
色
等
を
呈
す
る
の
に

本
群
土
器
は
、
い
ず
れ
も
、
橙
褐
色

、
赤
褐
色

等
を
呈
し
、
第
十
二
群

土
器

と
違

っ
た
感
じ
を
受
け
る
。

ｂ
、
石
器

本
遺
跡
か
ら
採
集
さ
れ
た
石
器
に
は
、
石
鏃
、
磨
製
石
斧
、
磨
石
、
凹

石
、
石
剣
、
石
棒
、
独
鋸
石
、
刻
線
礫
等
が
あ
る
。
但
し
、
各
土
器
群
と

の
伴
出
関
係
は
、
刻
線
礫
が
大
木
六
～
七

ａ
式
に
伴
な
う
と
い
う
以
外
、

一
切
不
明
で
あ
る
。

一
、
石
鏃

（実
測
図
７
）

有
柄
、
無
柄
、
棒
状
等
が
あ
り
、
石
質
は
大
部
分
頁
岩
、
黒
耀
石
製
が

わ
ず

か

に
あ

る
。

二
、
磨
製
石
斧

（実
測
図
８
の
１
、
３
）

実
測
図
８
の
１
は
、
太
形
棒
状
に
近
い
形
態
を
有
す
る
。
中
央
部
か
ら

刃
部
に
か
け
て
、
特
に
研
磨
が
認
め
ら
れ
る
が
、
刃
部
は
使
用
に
際
し
て

の
刃
コ
ボ
レ
が
著
し
い
。
同
３
も
同
様
の
破
損
が
著
し
い
。
定
角
型
に
属

す
る
。

三
、
磨
石

（実
測
図
８
の
２
）

略
六
面
体
に
仕
上
げ
ら
れ
た
ス
リ
石
で
、
タ
タ
キ
石
の
用
途
も
兼
ね
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
御
影
石
？

四
、
凹
石

（実
測
図
８
の
４
）

表
裏
は
研
磨
に
よ
り
、
側
面
は
細
い
敲
打
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
た
精

製
品
で
あ
る
。
半
欠
。
安
山
岩
？

五
、
石
棒

（実
測
図
９
の
４
）

彫
刻
さ
れ
た
頭
部
を
も
つ
精
製
小
型
の
石
棒
、
頭
頂
に
敲
打
の
痕
跡
を

残
す
。

六
、
独
鈍
石

（実
測
図
９
の
３
）

純
文
晩
期
か
ら
弥
生
期
に
か
け
て
出
現
す
る
石
器
で
精
製
品
が
多
い
。

本
例
も
良
く
研
磨
さ
れ
て
い
る
が
先
端
部
に
使
用
痕
を
見
る
。
緑
色
泥

山石
。七

、
石
剣

（実
測
図
９
の
５
）

ス
レ
ー
ト
質
の
石
剣
頭
部
破
片
。
本
例
は
大
洞
げ
～
Ａ
期
と
思
わ
れ
る

隆
線
文
土
器
に
伴
出
し
た
。
他
に
粘
板
岩
？
製
の
分
厚
な
破
片
二
点
が
あ

-26-
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。

八
、
刻
線
礫

（実
測
図
９
の
６
）

軟
か
い
石
の
表
面
に
十
字
形
の
刻
線
の
見
ら
れ
る
砂
岩
礫
で
、
側
面
に

も
二
条
の
刻
線
が
あ
る
。
大
木
六
式
と
大
木
七

ａ
式
を
出
す
地
点
の
壁
面

か
ら
採
集
。

九
、
丸
玉

（実
測
図
９
の
１
）

乳
白
色
、
半
欠
品
、
縄
文
中
期
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。

土
製
品

ａ
、
土
偶
手
部
。
模
様
か
ら
紀
文
後
期
に
伴
な
う
も
の
で
、
六
本
指
に
表

現
さ
れ
て
い
る
。

（実
測
図
４
の
２
）

他
に
、
土
偶
足
部
と
思
わ
れ
る
土
製
品
が
あ
る
。
こ
れ
は
残
存
部
約
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
形
土
偶
の
足
部
と
思
わ
れ
、
大
洞
Ｂ
式
に
見
ら
れ

る
入
組
文
が
見
ら
れ
る
。

ｂ
、
土
製
耳
飾
。
臼
形
を
呈
し
黒
色
、
粗
製
品
。

（実
測
図
９
の
２
）

Ｃ
、
自
然
遺
物

一
、
貝
類

現
在
貝
層
は
全
く
破
壊
さ
れ
、
採
集
不
能
で
あ
る
。
但
し
遺
跡
西
端
部

崖
面

で
細
片
化
し
た
オ
オ
タ
ニ
シ
、　
ハ
マ
グ
リ
を
採
集
、
又
、
昭
和
四
二

年
開
田
の
際
、
カ
ラ
ス
貝
若
干
が
発
見
さ
れ
た
。

江
坂
氏
報
告
に
よ
る
と
踏
査
時
に
採
集
し
た
貝
類
は
次
の
通
り
。

淡
水
産
　
イ
シ
ガ
イ
、　
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
、
カ
ラ
ス
ガ
イ
、
オ
オ
タ
ニ

ンヽ
、

餓
水
産
　
ハ
マ
グ
リ
、
ア
サ
リ
、
サ
ル
ボ
ウ

二
、
鳥
獣
魚
骨
及
び
人
骨

手
許
資
料
で
同
定
し
た
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

シ
カ
～
下
顎
骨
、
尺
骨
、
歯
牙
、
大
腿
骨
、

イ
ノ
シ
シ
～
牙
、
上
顎
骨

（幼
獣
）
、
門
歯
、

人
骨
～
頭
蓋
骨
、
歯
？

尚
、
江
坂
氏
確
認
の
鳥
獣
魚
骨
は
次
の
通
り
。

哺
乳
類
　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
タ
ヌ
キ
、
テ
ン
、　
エ
チ
ゴ
ノ

ウ
サ
ギ
、

鳥

類

マ
ぞ

、

ぐ

２

種

両
棲
類
　
ヒ
キ
ガ
エ
ル

角
〔

類
　
コ
イ
、
マ
ア
ジ

Ｖ
　
箋
棺
墓

　

（晴
図
２
）

昭
和
四
二
年
開
田
の
際
、
第
二
地
点
よ
り
、
甕
棺
の
発
見
さ
れ
た
事
は

後
日
に
な
っ
て
知

っ
た
。
そ
の
為
に
詳
し
く
語
る
事
が
で
き
な
い
。
幸
い

に
、
発
見
者
が
現
場
写
真
を
撮

っ
て
お
り
、
そ
の
出
土
状
態
を
あ
る
程
度

推
定
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
。

そ
の
発
見
者
の
回
述
か
ら
略
図
２
を
作
成
し
た
。

◎

一
号
甕
棺

口
縁
を
下
に
倒
立
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
墓
拡
が
存
在
し
た
か
ど

う
か
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
、
墓
底
に
当
た
る
部
分
は
、
平
に
な
ら

さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
底
部
は
欠
失
し
て
い
る
が
故
意
に
破
壊
さ
れ
た
も

の
か
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
も
の
か
、
恐
ら
く
前
者
と
思

-28-
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黒

彎

わ
れ
る
。
甕
の
北
側
に
、
か
な
り
大
き
い
平
石
が
あ
り
、
或
い
は
甕
構
の

蓋
に
使
用
さ
れ
た
事
も
考
え
ら
れ
る
。

又
、
そ
う
す
る
と
底
部
が
故
意
に
破
壊
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
に
な
り

後
述
二
号
甕
棺
の
例
を
考
慮
す
る
と
蓋
石
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
は

大
き
い
。
尚
、
こ
の
上
器
は
現
在
、
行
方
不
明
で
、
底
部
欠
損
の
状
態
や

欠
夫
底
部
が
附
近
に
あ
っ
た
か
否
か
、
埋
設
に
当
た
っ
て
の
掘
込
み
の
状

態
も

一
切
知
る
事
が
出
来
な
い
。

〇
二
号
甕
棺

（日
版
７
～
９
）

一
号
甕
棺
の
東
南
約

一
、
五
メ
ー
ト
ル
程
の
近
い
位
置
に
あ
る
。

甕
は
、
胴
部
以
下
を
欠
き
、
日
縁
を
下
に
、
径
四
～
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
河
原
石
が
、
あ
た
か
も
土
器
を
包
む
様
な
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
甕

の
上
面

（す
な
わ
ち
胴
下
部
）
に
は
、
別
個
体
の
上
器
片
が
河
原
石
と
共

に
、
甕
を
覆
っ
た
様
な
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
本
土
器
は
当
初
か
ら
胴
部

下
半
を
打
欠
き
、
対
象
物
に
恰
か
も
か
ぶ
せ
た
と
思
わ
れ
る
状
態
で
、
甕

棺
周
囲
及
び
上
面
の
河
原
石
、
土
器
片
等
の
状
況
か
ら
埋
置
当
初
の
原
形

を
ほ
ぼ
、
保
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

◎
三
号
甕
棺

第
二
号
甕
棺
は
、
二
号
甕
棺
の
南
東
約
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
る
。

本
甕
構
は
前
二
例
と
違
っ
て
、
通
常
の
直
立
位
で
発
見
さ
れ
、
下
底
部

で
若
干
せ
ば
ま
る
掘
込
み
が
認
め
ら
れ
た
。
尚
、甕
の
胴
下
部
の
三
～
四
方

に
土
器
に
密
着
し
て
、小
石
が
発
見
さ
れ
た
が
、或
い
は
掘
り
込
中
の
上
器

を
固
定
さ
せ
る
役
割
を
も
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
底
部
に
焼
成
後

に
行
わ
れ
た
径
三
～
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
不
整
円
形
を
呈
す
る
穿
孔
が
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認
め
ら
れ
、
甕
内
部
か
ら
骨
片
、
管
玉
を
輪
切
り
に
し
た
様
な
滑
石
製
平

玉
十
六
個
、
石
鏃

一
点
が
検
出
さ
れ
た
。

以
上
三
例
を
甕
棺
と
し
て
記
述
し
た
。
そ
の
根
拠
と
な
る
も
の
は
、

①
、
以
上
三
例
は
い
ず
れ
も
故
意
に
埋
設

（置
）
さ
れ
た
状
態
で
発
見
さ

れ
、
こ
の
場
合
、
底
部
を
故
意
に
打
欠
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
事
は
、

貯
蔵
用
と
し
て
の
目
的
を
果
せ
な
い
。

②
、
い
ず
れ
も
土
器
内
部
及
び
石
積
？
内
部
か
ら
骨
片
が
採
集
さ
れ
て
お

り
、
特
に
三
号
か
ら
は
骨
片
、
歯

（
人
）
と
共
に
平
玉
、
石
鏃
が
検
出

さ
れ
、
副
葬
品
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

尚
、　
一
、
二
号
か
ら
採
集
さ
れ
た
骨
片
は
細
片
で
同
定
不
能
で
あ
る
が

遊
佐
五
郎
氏
の
教
示
に
よ
る
と
、
そ
の
内
の
一
部
は
犬
科
に
属
す
る
か
も

知
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
。
と
す
る
と

一
、
二
号
と
二
号
の
埋
葬
の
相
違
は

非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

又
、
三
号
に
見
ら
れ
る
底
部
穿
孔
は
、
古
く
は
紀
文
中
期
に
も
発
見
例

は
あ
る
も
の
の
、
現
時
点
で
は
紀
文
晩
期
か
ら
弥
生
後
期
に
か
け
て
営
ま

れ
た
葬
制
と

一
連
的
な
も
の
と
考
え
た
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

更
に
、
甕
構
と
し
て
使
用
さ
れ
た
土
器
は
、
い
ず
れ
も
縄
文
晩
期
終
末

大
洞
ャ
式
に
属
し
、
甕
棺
群
の
周
面
か
ら
は
大
木
六
式
少
量
の
他
は
、
大

洞
Ｃ
～
Ａ
前
半
期
の
上
器
、
石
器
が
多
量
に
出
土
し
、
大
洞
μ
式
は
第

一

地
点
南
半
か
ら
分
量
に
出
土
し
、
第
二
地
点
か
ら
は
、
甕
棺
関
係
以
外
、

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
事
は
住
屋
と
墓
地
が
区
別
さ
れ
て
い
た
事

を
思
わ
せ
、
嘉
倉
貝
塚
の
場
合
、
恐
ら
く
廃
棄
さ
れ
た
大
洞
げ
～
Ａ
式
期

の
住
居
面
を
破
壊
し
て
埋
葬
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

尚
、
三
号
甕
棺
北
側
の
集
石
？
と
列
石
？
に
つ
い
て
は
、
発
見
者
の
観

察

が
乏
し
く
言
及
で
き
な

い
。

Ⅵ
　
ま
と
め

以
上
嘉
倉
貝
塚
の
概
要
を
大
雑
把
に
整
理
し
記
述
し
た
。

時
間
的
に
制
限
が
あ
り
、
興
野
義

一
、
金
野
正
両
氏
所
蔵
の
資
料
に
つ

い
て
触
れ
る
事
が
で
き
ず
、
又
、
当
初
甕
棺
の
復
原
実
測
図
を
掲
載
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
上
記
の
都
合

で
呆
せ
な
か
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味

で
嘉
倉
貝
塚
の
全
貌
を
伝
え
て
い
な
い
き
ら
い
も
な
く
も
な
い
が
、
大
勢

と
し
て
は
把
握
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
嘉
倉
貝
塚
の
性
格
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

①
、
嘉
倉
貝
塚
は
、
迫
川
流
域
に
於
け
る
最
奥
部
の
主
淡
貝
塚
で
、
縄
文

前
期
大
木
四
式
期
に
初
ま
り
、
弥
生
中
期
桝
形
囲
式
期
に
終
わ
る
。
尚
、

第
二
地
点
と
第
四
地
点
か
ら
数
片
、　
ロ
ク
ロ
整
形
さ
れ
た
土
師
器
片
が
採

集
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

貝
塚
を
形
成
し
た
の
は
、
純
文
後
期
後
半
か
ら
晩
期
中
葉
に
か
け
て
の

時
期
と
考
え
ら
れ
、
貝
層
は
そ
れ
ほ
ど
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

②
、
嘉
倉
貝
塚
は
、
縄
文
中
期
後
半
か
ら
後
期
初
頭
の
時
期
を
除
き
、
比

較
的
連
続
し
て
使
用
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
り
、
迫
川
流
域
に
於
い
て
類
例
の

少
な
い
遺
跡
と
言
え
る
。

③
、
第
四
群
土
器
は
、
長
者
原
貝
塚
、
大
木
囲
貝
塚
三
類
土
器
等
と
同
様

の
内
容
を
有
し
、
出
土
状
態

（第

一
地
点
北
半
部
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
単
独

に
ま
と
ま
っ
て
採
集
し
て
い
る
）
、
土
器
群
の
諸
特
徴
等
か
ら
興
野
氏
提

唱
に
よ
る
、
大
木
四
式
と
同
六
式
を
つ
な
ぐ
、
大
木
五
式
の
後
半
型
式
と

し
て
の
大
木
五
ｂ
式
の
設
定
は
、
本
遺
跡
に
於
い
て
も
極
め
て
妥
当
な
る
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事
を
示
唆
し
て
い
る
。

④
、
第
二
地
点
か
ら
発
見
さ
れ
た
甕
棺
群
は
、
住
居
と
や
や
離
れ
た
地
点

に
墓
域
を
形
成
し
、
少
な
く
と
も
三
基
の
甕
棺
が
認
め
ら
れ
、
恐
ら
く
附

随
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
集
石

一
ヶ
所
と
、
不
確
実
な
列
石
？

一
ヶ
所
と

か
ら
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
号
は
直
立
位
、
底
部
穿
孔
副
葬
品

伴
出
と
い
う
特
徴
を
有
し
、
第

一
、
三
号
は
倒
立
位
、
底
部
を
故
意
に
欠

き
平
石
、
小
石
を
も
っ
て
蓋
と
し
、
対
象
物
に
対
し
前
者
で
は
内
部
収
納

後
者
は
、
被
覆
を
目
的
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
第
二
号
は
人

骨
、
第

一
、
二
号
は
動
物

（家
犬
等
）
と
い
う
様
に
区
別
し
て
葬

っ
た
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

Ⅶ
　
お
わ
り
に

こ
の
発
表
を
為
す
に
当

っ
て
、
種
々
御
高
配
に
預

っ
た
築
館
町
文
化
財

保
護
委
員
、
金
野
正
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
学
問
的
な
御
教
示
を
頂
い
た
日
本
考
古
学
協
会
員
、
興
野
義

一
博

士
、
東
北
大
学
考
古
学
研
究
室

須
藤
隆

助
手
、　
宮
城
県
教
育
庁
文
化
財

保
護
室
　
藤
沼
邦
彦
技
師
の
各
氏
に
哀
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
昭
和
四
十
八
年
二
月
稿
）

主
要
参
考
文
献

昭
２５
　
江
坂
輝
弥

「北
上
川
流
域
最
奥
部
貝
塚
の
調
査
」
　

貝
塚
２９

土
曜
会

昭
３０
　
江
坂
、
酒
井
、
柏
倉
、
加
藤

「吹
浦
遺
跡
」

昭
３．
　
吉
田
義
昭

「甕
棺
と
思
わ
れ
る
紀
文
文
化
中
期
の
上
器
群
」

石
器
時
代
三

昭
　
　
興
野
義

一

「迫
川
流
域
の
石
器
時
代
文
化
」
仙
台
郷
土
研
究
１８
の

３

昭
３２
　
伊
束
信
雄

「宮
城
県
史

一
、
古
代
」
宮
城
県

昭
３４
　
井
上
義
安

「北
茨
城
市
足
洗
に
お
け
る
甕
棺
調
査
の
概
報
」
古
代

２つ
０

昭
３６
　
伊
藤
玄
三

「東
北
日
本
に
於
け
る
弥
生
時
代
の
墓
制
」
文
化
２５
‐

３

昭
３７
　
後
藤
勝
彦

「宮
城
県
台
囲
貝
塚
出
上
の
土
器
」
考
古
学
雑
誌
４８
‐

昭
　
　
伊
藤
玄
三

「敷
味
貝
塚
」
宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
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昭
４０
　
林
謙
作

「紀
文
文
化
の
発
展
と
地
域
性
―
―
東
北
―
―
日
本
の
考

古
学
Ⅱ

昭
４３
　
小
笠
原
好
彦

「東
北
地
方
南
部
に
於
け
る
前
期
末
か
ら
中
期
初
頭

の
組
文
式
上
器
」
　
仙
台
湾
の
考
古
学
的
研
究

昭
４３
　
一局
倉
淳

「宮
城
県
気
仙
沼
市
磯
草
貝
塚
出
上
の
上
器
に
つ
い
て
」

右
に
同
じ

昭
　
　
西
村
正
衛

「紀
文
中
期
文
化
、
東
北
、
関
東
」
新
版
考
古
学
講
座

３

昭
４４
　
伊
東
信
雄
他

「長
根
貝
塚
」
宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
第
１９
号

昭
４２
～
４４
　
興
野
義

一

「大
木
式
土
器
理
解
の
た
め
に
Ⅳ
～
Ⅵ
」
孝
古
学

ジ
ャ
ー
ナ
ル
２４
、

３２
、

４８

昭
４５
　
血
（野
義

一
「大
木
五
ｂ
式
土
器
の
提
唱
」
古
代
文
化
２２
‐
４

昭
４６
　
草
間
俊

一
、
金
子
浩
昌
両
著

「
貝
鳥
貝
塚
」

追
加

一
、
図
版
６
の
４
に
掲
げ
た
拡
大
写
真
は
、
拓
影

１４
の
９
に
示
し
た
底
部

片
の
内
面
に
見
ら
れ
る
圧
痕
で
、
当
初
の
肉
眼
観
察
で
は
、
釈
圧
痕

に
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
が
、
顕
微
鏡
観
察
の

結
果
、
圧
痕
部
が
磨
減
し
て
な
い
に
も
拘
ら
ず
ネ
ッ
ト
が
観
察
で
き

ず
、
概
圧
痕
で
は
な
い
事
が
判
明
。　
一
応
参
考
ま
で
に
掲
示
し
た
。

本
観
察
に
は
、
須
藤
隆
氏
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
た
。

二
、
実
測
図
１０
は
、
第
二
地
点
甕
棺
附
近
か
ら
採
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

器
形
は
胴
上
部
に
最
大
径
の
あ
る
比
較
的
胴
の
張

っ
た
壷
形
土
器

で
、
口
縁
部
は
か
な
り
強
く
外
反
す
る
も
の
と
推
定
で
き
る
。
模
様

は
、
縦
位
の
微
隆
起
線
文
が
全
面
に
見
ら
れ
る
が
、
胴
部
最
大
径
部

分
に
二
条
の
沈
線
文
を
め
ぐ
ら
し
、
微
隆
起
線
文
を
上

。
下
の
二
段

に
区
切
っ
て
い
る
。
本
来
微
隆
起
線
文
は
、
胴
上
部
か
ら
胴
下
部
ま

で

一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
の
を
、
一月
部
の
部
分
に
巾
約

一
・
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
無
文
部
を
作
り
、
そ
の
両
端
に
太
い
沈
線
文
を
廻
ら

し
、
上
、
下
を
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
色
調
は
褐
～
灰
褐
色
を
呈
し
、

焼
成
は
悪
く
な
い
。

こ
の
上
器
に
附
さ
れ
た
縦
位
の
微
隆
起
線
文
の
手
法
は
、　
一
種
独

特
の
も
の
で
従
来
報
告
さ
れ
た
例
を
開
か
な
い
。
藤
沼
邦
彦
氏
の
教

示
に
よ
り
、
宮
城
県
沼
津
貝
塚
と
同
山
王
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る

事
を
知
り
、
更
に
神
奈
川
県
杉
田
遺
跡
か
ら
も
発
見
、
発
表
さ
れ
て

い
る
事
を
知
り
得
た
。
山
王
遺
跡
で
は
紀
文
晩
期
大
胴
げ
～
Ａ
式
の

層
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
杉
田
遺
跡
出
土
例
も
、
東
北
地
方

の
大
洞
げ
～
Ａ
式
に
併
行
す
る
と
さ
れ
る
杉
田
Ｄ
類
土
器
に
含
ま
れ

て
い
る
事
実
、
更
に
本
遺
跡
で
も
第
二
地
点
西
側
の
大
洞
げ
～
Ａ
式

期
を
主
体
と
す
る
地
点
か
ら
発
見
さ
れ
た
事
等
も
考
慮
す
れ
ば
、
こ

の
種
の
上
器
は
大
洞
げ
～
Ａ
式
に
伴
な
う
特
殊
土
器
の

一
例
と
い
う

事
が
で
き
よ
う
。
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参
考
文
献

杉
原
荘
介
、
戸
沢
充
則

考
古
学
集
刊
２
の
１

「神
奈
川
県
杉
田
遺
跡
及
び
桂
台
遺
跡
の
研
究
」

あ

と

が

き

最
近
、
郡
内
の
各
地
で
圃
場
整
備
事
業
や
開
田
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
祖
先
の
残
し
た
遺
跡
は
、
未
調
査
の
ま
ま
こ
の
事
業
が
進
め
ら
れ

て
、
こ
れ
ら
遺
跡
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
。
本
町
で
も
玉

荻
台
遺
跡
、
嘉
倉
貝
塚
等
は
、
そ
の
正
確
な
把
握
も
む
ず
か
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
県
内
で
も
貴
重
な
嘉
倉
貝
塚
の
調
査
報
告
を
、
本
町
西
町
に

住
む
佐
藤
信
行
氏
を
煩
わ
し
て
、
こ
こ
に
ま
と
め
た
。
こ
の
報
告
は
、
本

格
的
な
発
掘
調
査
に
依
っ
た
も
の
で
な
く
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
に
よ
る
開
田
正

事
で
か
き
乱
さ
れ
た
あ
と
、
表
面
採
集
し
た
も
の
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
も

の
で
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
不
確
実
な
点
は
免
れ
な
い
。
し
か
し
、
今

こ
の
報
告
を
残
さ
な
け
れ
ば
、
嘉
倉
貝
塚
は
町
内
か
ら
、
ま
た
県
内
か
ら

永
久
に
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
考
え
、
不
確
実
で
あ
る
と
い
う

非
難
を
省
み
ず
、
あ
え
て
こ
の
報
告
を
刊
行
し
た
次
第
で
あ
る
。
表
面
採

集
し
た
遺
物
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
正
確
を
期
し
た
こ
と
は
勿
論
で

あ
る
が
、
こ
の
報
告
を
ま
と
め
た
佐
藤
信
行
氏
の
御
尽
力
に
敬
意
を
表
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（文
責
　
金
野
　
正
）
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